
○基本目標２　女性が活躍できる環境づくり（女性活躍推進計画）

◆

NO 取組内容 今後の方向性

33
男女がともに育児、介護などに携わ
ることができるよう公共施設の改善
をしていきます。

○施設を新設する際の大人・子ども兼用のおむつ交換
ベッドの設置推進
○男性トイレへのベビーチェア、ベビーベッド設置の推
進

○基本目標３　あらゆる分野での男女共同参画の推進

◆

NO 取組内容 今後の方向性 取組状況【AまたはBの場合】 実施しなかった理由【Cの場合】

38
市執行機関及び市付属機関等に
おける女性委員の登用を40％以
上にしていきます。

○委員募集の際の広報・周知の推進
○市執行機関及び市付属機関等における女性の登用
促進に向けた委員選定の推進

【女性委員が30％未満の付属機関等】

11機関 / 52機関

（休止中の付属機関等を除く）

○公園西駅周辺土地区画整理審議会については、選挙によ
り選ばれる地権者委員7名と学識経験者2名で構成されること
から、女性委員の登用が困難である。（区画整理課）
○農業振興地域整備促進協議会（委員数:9人、女性委員:1
人）
あて職となるため、年齢及び男女比の調整が困難（みどりの
推進課）
○令和3年4月以降に改選があった委員会（個人情報保護審
査会及び情報公開審査会）について、女性委員の登用状況
に変更がないため。（行政課）

39
市執行機関及び市付属機関等に
おける女性委員のいない審議会
などを解消していきます。

○あて職など委員の見直し
○委員募集の際の広報・周知の推進

【女性委員のいない付属機関等】

  4機関 / 52機関

（休止中の付属機関等を除く）

○公園西駅周辺土地区画整理審議会の地権者委員は地権
者に限定されており、登用が困難な状況。また、区画整理事
業の施行の諮問が任せられる学識経験者についても、同様
に限定されるため、困難である。（区画整理課）
○経営・生産対策推進会議　あて職で構成されるため、女性
委員の登用が困難。（みどりの推進課）

○　重点課題に対する取組状況調査票①（全課共通）

No.33について、次に当てはまる場合は、記載してください。
・新たに施設を改修、整備した（する予定）など、設置状況が変わった（予定も含む）場合は報告してください。

No.38について、企画政策課が行った付属機関等の委嘱状況調査にて報告している場合は、記載不要です。ただし、次に当てはまる場合は、記載してください。
・令和3年4月以降に改選を行い、女性委員の登用状況が変わった場合（委員数、女性員数）
・女性委員が30％未満である審議会等がある場合（その理由）

No.39について、次に当てはまる場合は、記載してください。
・新たに女性委員のいない審議会等が解消された場合（審議会等の名称）
・女性委員がいない審議会等がある場合（その理由）

性別に関わらない仕事と育児・介護の両立支援の推進

取組状況

○上郷児童館に、子ども用のおむつ交換ベッドを設置した。（子ども未来課）
○乳幼児及び介護が必要な人の来館なし。ベビーチェア、ベビーベッド、おむつ交換ベッドの設置や授乳については和室
（鍵付き）を１室提供している。（平成こども塾）

政策・方針決定過程への女性の参画促進

全課共通

資料１－１



◆ 地域活動における男女共同参画の推進

NO 取組内容 今後の方向性

42
性別に関わらず、地域活動などへ
の自分の名前での登録を促進し
ていきます。

○活動主体である女性に対する、自分の名前での登録
の呼びかけ

44
地域活動への参画を促進していき
ます。

○地域ボランティアへの参画促進
○地域共生ステーションにおける、多世代が集まれる仕
組みづくりや地域活動への参加促進

○基本目標４　安心して暮らせるまちづくり

◆

NO 取組内容 今後の方向性 取組状況【AまたはBの場合】 実施しなかった理由【Cの場合】

62
在住外国人に対する情報提供、相
談機能を充実していきます。

○各種広報物や案内、防災マップや道路標示看板にお
ける、英語をはじめとする多言語の併記など、外国人へ
の配慮
○国際交流協会の活動を通した情報提供の推進
○在住外国人への就労支援や労務相談への対応

○外国人向けの利用案内を作成している。（中央図書館）
○ホームページは外国語対応している。（情報課）
○防災マップや徒歩帰宅支援マップに一部英語での記載が
ある事に加え、市ＨＰの防災に関する動画紹介のページに一
部英語表記の内容を記載した。（安心安全課）
○ゴミの出し方についてのリーフレットを４カ国語（英語版、ポ
ルトガル語版、中国語版、スペイン語版）で配布した。（環境
課）
○色金山歴史公園・古戦場公園のガイドブックについては、
英語を併記し外国人への情報提供に努めている。（生涯学習
課）
○日本語が話せない方には、外国人向けの専門の相談窓口
を案内している。（地域共生推進課）

○献立表等の作成言語に外国語の要望無し。
特に外国人の方の就労制限は行っていないが、安全管理上
必要な日本語が理解できる必要がある。（給食センター）
○外国人向けの積極的な情報提供はしていないが、チラシ
等があれば、情報コーナーへの設置は可能。（市民課）
○全ての案内の多言語表記が難しい。（中央図書館）
○公園に設置している看板に関しては現在、要望を受けてい
ないので実施していないが、今後必要に応じて検討していき
たい。（みどりの推進課）
○広報の案内を英語を初めとする多言語に対応していく必要
がある。（例）ＨＰについてＷｅｂ上での翻訳など。（平成こども
塾）

取組状況

○返本、書架整理など個人で作業するボランティアは個人登録をしていただいている。（中央図書館）
○市民記者制度において、記者が自ら個性を表現した記者名（ニックネーム）を用いて、市民目線でとらえた市内の出来事
を記事投稿している。（情報課）
○清掃活動への参加申し込みの際に、実際の活動者名で申し込みをいただいている。（環境課）
○姓名をフルネームで登録している（平成こども塾）

○性別等に関わらず返本等のボランティアの募集を行っており、世代を限定した支援等は行っていない。（中央図書館）
○性別、世代を限定せず、広報紙等を使って通年呼びかけ（情報課）
○広報する内容に基づき、最適な記事、時期、手段を関係部署と連携しながら情報発信に努める（情報課）
○社会教育関係団体への支援を継続し、広く地域活動への参画を推進している。（生涯学習課）
○生涯学習情報冊子「スマイル」において、性別の制限をすることなく、地域ボランティアや地域活動団体への参加募集を
呼びかけている。（生涯学習課）
○平成こども塾サポート隊へのボランティア参加を口コミ等で呼びかけており、令和2年度は3人の登録あり（平成こども塾）

様々な困難を抱える人への支援


